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1. オープンサイエンスの目的地



オープンサイエンス関連記事

情報学研、実験データ共有保管庫、東大など３０機関と、研究を効率化、改ざんも抑止。
（2018/03/19  日本経済新聞）
科技データ共有、内閣府が指針、今夏までに策定。（2018/01/08  日本経済新聞）
研究データ共有、Ｇ７が主導、ルール策定、国際連携強化。（2017/05/15 日本経済新聞）
国立情報学研究所、研究データ公開新施設（2017/04/07  日経産業新聞）
ネットで論文・データ公開―共同研究の呼び水に（2016/10/28  日経産業新聞）



政府、科学技術政策の
基本方針「統合イノベーション戦略」
の骨格示す

政府の総合科学技術・イノベーション会議
（ＣＳＴＩ、議長＝安倍晋三首相）は２日、２
０１８年度の科学技術政策の基本方針「統合イ
ノベーション戦略」の骨格を示した。…

…国際展開ではあらゆる人々が学術的研究や
成果などにアクセスできる「オープンサイエン
ス」の促進や国連の３０年目標「持続可能な開
発目標（ＳＤＧｓ）」のプラットフォーム構築
などを挙げた。

2018-02-03 https://www.nikkan.co.jp/articles/view/00460504



Open Science Monitor (EC)

https://ec.europa.eu/research/openscience



Open Science Monitor (EC)

研究データ公開（共有）

– 研究データリポジトリ，雑誌・助成機関のポ
リシー，研究者の態度

出版物のOA

– プレプリント，雑誌・助成機関のポリシー ，
研究者の態度

オープンな学術コミュニケーション

– オルトメトリクスプラットフォームの使用，
オープン査読，訂正と撤回

https://ec.europa.eu/research/openscience



オープンサイエンス（定義）

科学研究活動とその成果に，誰もが自由に
アクセスして使えること

– 科学研究活動とその成果
✓研究データ（データ，コード，ラボノート）

✓出版物 （論文，書籍，プレプリント）

✓査読

✓評価（引用情報）

✓教育

– 誰もが
✓研究者，市民，企業，政府，…



FAIRデータ原則

https://www.force11.org/group/fairgroup/fairprinciples

Findable, Accessible, Interoperable, and Re-usable.



FAIRデータ原則（日本語版）

http://doi.org/10.18908/a.2018041901

見つけられる，アクセスできる，相互運用できる，再利用できる

メタデータ 識別子 ライセンス



研究データの共有と効率化

ヒトゲノムプロジェクト アトラス実験（ヒッグス粒子の発見）

GEOSS（全球地球観測システム） ヴァーチャル天文台



公開データの再利用による効率化

http://www.phdcomics.com/comics/archive.php?comicid=462
Callaghan, S. Research Data Overview. OpenAIRE/LIBER Workshop.28 May 2013, Ghent Belgium
http://libereurope.eu/blog/dealing-with-data-workshop-videos-presentations

3年 1.5 年2年 スライド1枚

再利用



臨床試験データの共有と効率化

マイナビニュース. 2016-8-2. https://news.mynavi.jp/article/20160802-teijinpharma/



安全なデータ共有方法の開発

Maxmen, Amy. AI researchers embrace Bitcoin 
technology to share medical data. Nature. 2018, 
vol. 555, p. 293-294. doi: 10.1038/d41586-018-02641-7

Bertagnolli, Monica M. et al. Advantages of a Truly 
Open-Access Data-Sharing Model. NEJM. 2017, 
vol. 376, p. 1178-1181. doi: 10.1056/NEJMsb1702054



研究開発費（2016年予測）

Research and Development Funding2016 Global R&D Funding Forecast. 2016, p. 4. 
https://www.iriweb.org/sites/default/files/2016GlobalR%26DFundingForecast_2.pdf

トップ40ヶ国で

1兆8,867億ドル



長期保存の重要性

Vines, T H; et al. The availability of research data declines rapidly with article age. 
Current Biology. 19 December 2013, http://doi.org/10.1016/j.cub.2013.11.014

20年で8割のデータに

アクセスできなくなる

（n=516）



公的研究データの価値

リポジトリの価値

＄19-60億

＄18-55億

Houghton, J; Gruen, N. Open Research Data: Report to the Australian National Data 

Service (ANDS). 2014, 45p. http://ands.org.au/resource/open-research-data-report.pdf

10-20%

のみ整備・共有



研究の透明性・再現性の向上

Wadman, M. 医学生物学論文の70%以上が、再現できない! 
三枝小夜子訳. Natureダイジェスト. 2013, 10(11), p. 28-29.

Policy: NIH Plans to enhance reproducibility.
Nature. 2014. Vol. 505, Issue 7485.



研究不正の再発防止

https://mainichi.jp/articles/20180402/ddm/010/040/024000c



ビッグデータ／データサイエンス

Harvard Business Review. Oct 2012 

 著作権法の一部改正（H31.1.1）
 不正競争防止法の一部改正（時期未定）



異分野データの統合と新たな知見

http://www.diasjp.net



オープンサイエンスと社会

政府

市民

企業

在野の研究者

教育



市民科学の拡大

https://www.galaxyzoo.org/



市民科学の拡大

京都新聞. 2018-4-20. http://www.kyoto-np.co.jp/top/article/20180420000115



企業によるイノベーションの創出

NASAのLandsat衛生画像→Google Earth

USGS（米国地質調査所）+Google

→Google Earth Engine（環境変動分析ツール）

1984-2016年の画像（900TB）を動画化

https://earthengine.google.com



2016年8月8日
http://www3.nhk.or.jp/news/web_tokushu/2016_0808.html

人工知能



市民によるOA論文の利用

PubMed Central（現PMC）のOA論文
– ユニークユーザ数（42万／日）

– うち市民（40%），大学（25%），企業（17%）

Policy guidelines for the development and promotion of open access. UNESCO. 2012, 76p.



市民によるデータ活用の可能性

http://goo.gl/ioBVY2NCBI GEO DataSets



https://www.googlesciencefair.com/

スマートフォンを使った低コストの血液診断・寄生虫検出装置を開発

HHS（米国保健福祉省）所管のCDC（疾病管理予防センター）の
血液塗抹データセットを人工知能に学習させて血液中の寄生虫と病原体を
自動的に検出



http://www.smh.com.au/technology/sci-tech/teen-develops-algorithm-to-diagnose-leukaemia-20130521-2jzrg



http://www.cloud4cancer.appspot.com

http://www.teenvogue.com/story/

brittany-wenger-cancer-research



2. オープンサイエンスの現在地



研究データ公開の義務化・要求

政府

大学助成機関

学術雑誌

学会

EC



研究データ公開の主要な政策（世界）

2013

2011 RCUK Common Principles on Data Policy

2007 OECD Principles and Guidelines for Access to Research Data from Public Funding

2013 EC Guidelines on Data Management in Horizon 2020

2013 G8 Science Ministers Statement

2013 OSTP Memorandum for the heads of executive departments and agencies



各国のオープンサイエンス政策

国 論文 研究データ 国としての方針

米国 ◯ ◯ ◯

英国 ◯ ◯ ◯

欧州委員会 ◯ ◯ ◯

インド ◯ ◯ ◯

メキシコ ◯ ◯

チリ ◯ ◯ ◯

日本 ◯

林和弘. 世界のオープンアクセス、オープンサイエンス政策の動向と図書館の役割.

カレントアウェアネス. 2015,  324, p. 16. より抜粋

OECD調査による国別のオープンサイエンス政策の有無（2014.10）



研究データ公開の義務化・要求

義務化
– 助成金申請時にデータ管理計画（DMP: Data 

Management Plan）を提出

DMPの主な内容
– データの詳細（種類，形式，量，メタデータ）
– 倫理と知的財産権
– アクセスと共有，再利用（公開方法）
– 短期保存とデータ管理
– 長期保存
– 必要なリソース

Jones, S. How to Develop a Data Management and Sharing Plan.

Digital Curation Centre. 2011.

図書館員



http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1805/21/news063.html



研究データ公開に関する主要な動向

2012 Royal Society published “Science as Open Enterprise”

2012 Thomson Reuters launched Data Citation Index

2013

2014 FORCE11 published their Data Citation Principles

2013 Research Data Alliance (RDA) was launched by the EC, NSF, and NIST

2014 Open Access Data Journals were published



European Open Science Cloud (EOSC)

The European Open Science Cloud. EOSC Infoday, 2016-4-15.

http://goo.gl/rEA7z7 http://doi.org/10.1241/johokanri.59.241

背景：Digital Single Market
→5億人の雇用
→50兆円／年

全分野の研究者： 170万人
科学技術専門家： 7,000万人

無料
公開データストレージ
管理
分析
再利用



研究データ公開の主要な政策（日本）

2015.3
『我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について〜
サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け〜』（内閣府）

2015.4
『わが国におけるデータシェアリングのあり方に関する提言』
（科学技術振興機構）

2016.1 『第5期科学技術基本計画（2016.4-2021.3）』（内閣府）

2016.2
『戦略的創造研究推進事業におけるデータマネジメント実施方
針』（科学技術振興機構）

2016.2
『学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）』（文
部科学省）

2016.7
『オープンイノベーションに資するオープンサイエンスのあり
方に関する提言』（日本学術会議）

2017.4
『オープンサイエンス促進に向けた研究成果の取扱いに関する
JSTの基本方針』（科学技術振興機構）



オープンサイエンス方針（JST, 2017）

『オープンサイエンス促進に向けた研究
成果の取扱いに関するJSTの基本方針』

– 全ての研究プロジェクトに対して研究開始ま
でにDMPの提出を求める

– 研究データの公開を推奨

https://www.jst.go.jp/pr/intro/openscience/index.html



DMP提出の義務化（AMED, 2018）

『データマネジメントプランの提出の義
務化について』

– 原則として全ての事業において DMPの提出
を義務化

– 2018年5月1日以降にAMEDが新規公募する
事業に適用

https://www.amed.go.jp/koubo/datamanagement.html



オープンサイエンス基盤研究センター

https://rcos.nii.ac.jp



Japan Open Science Summit 2018

https://joss.rcos.nii.ac.jp



研究データ公開と論文のオープンアクセスに
関する実態調査



調査の概要

 方法：NISTEP Webアンケート
 期間：2016年11月30日〜12月14日
 対象：科学技術専門家NW（1,983名）
 回答：1,406名（70.9%）

– うち，現在研究を行っている1,398名（70.5%）の回答を分析

 報告書：
– 池内有為, 林和弘, 赤池伸一. 研究データ公開と論文のオープン

アクセスに関する実態調査. 文部科学省科学技術・学術政策研究
所, 2017, NISTEP RESEARCH MATERIAL No.268, 108p. 
http://doi.org/10.15108/rm268

– 池内有為, 林和弘. 研究データ公開と論文のオープンアクセスに
関する実態調査—オープンサイエンスの課題と展望—. STI 
Horizon. 2017, vol. 3, no. 4, p. 27-32. 
http://doi.org/10.15108/stih.00106



データと論文の公開経験（n=1,398）

http://doi.org/10.15108/rm268



国外調査との比較

http://doi.org/10.15108/rm268



データと論文の公開経験（n=1,398）

http://doi.org/10.15108/rm268



分野別の公開状況

http://doi.org/10.15108/rm268



非公開理由

http://doi.org/10.15108/rm268



データと論文の公開意思

http://doi.org/10.15108/rm268



データ公開への懸念（n=1,396）

http://doi.org/10.15108/rm268



データ公開に関する資源の充足度（n=1,396）

http://doi.org/10.15108/rm268



幻の科学技術立国
第１部「改革」の果てに／得意の材料
分野で周回遅れ 衰退の現場を歩く

近年、日本の研究力を示す各種
指標は低下の一途をたどり、中国
を筆頭に科学技術新興国が台頭す
る中で、日本の存在感は急速に失
われつつある。皮肉にも、政府は
この十数年間、科学技術政策を成
長戦略の柱と位置付け、研究費配
分の「選択と集中」や国立大の法
人化など、さまざまな政策を進め
てきた。

2018-04-05 https://mainichi.jp/articles/20180405/ddm/016/040/013000c



ニッポンの革新力
日本の科学技術 「競争力低下」８割
若手研究者調査

研究開発で先行する米国やそれ
を激しく追い上げる中国の存在感
が高まるなか、アンケートでは若
手研究者の強い危機感が明らかに
なった。日本の科学技術の競争力
について、「低下したと思う」
（38.3％）と「どちらかという
と低下したと思う」（39.7％）
を合わせると約８割が地盤沈下が
進んでいるとの認識を示した。

2018-05-05 https://www.nikkei.com/article/DGXMZO30138080V00C18A5EA2000/



梶田 私が日本の弱点だと思うのは「ムダを省く」という掛け声が
大きすぎるということです。教員もただただ忙しそうに働き続けな
ければならず、研究者が考えを深める時間がないような社会になっ
ている気がしますね。運営費交付金を削って、その分、うまく効率
化して研究を進めるという名目で働かされ続けているわけです。

こうした環境では本当に重要な研究ができません。そうした負の
スパイラルから抜け出して、余裕を持って研究するという学術社会
をつくっていかなければ、日本のサイエンスはダメになる一方だと
思います。

http://techon.nikkeibp.co.jp/atcl/column/15/032700107/060900010/?ST=SP



研究時間の不足と人的支援のニーズ

NISTEP定点調査のインフォグラフィクス. 2015.

http://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-NR166-Infographics.pdf

理想の研究時間割合：46.9％

現実の研究時間割合：35.0％
人的支援



論文生産性の低下

http://www.natureindex.com/supplements/nature-index-2017-japan/

世界のハイレベルな68誌に掲載された日本の論文数

2012年：5,212本（全体の9.2%）→2016年：4,779本（8.6%）

2005年〜2015年に世界の22,000誌に掲載された論文総数

世界：80%増加

日本：14%増加



学術雑誌のデータ公開ポリシー (2014) 

Ikeuchi, Ui. Data sharing policies in scholarly journals across 22 disciplines. figshare, 2016.

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.3144991.v1



国際医学雑誌編集者会議（ICMJE）

 2018年7月〜臨床試験結果の論文：データ共有ステートメントが必要
 2019年1月〜臨床試験の登録：データ共有計画が必要

http://www.icmje.org/news-and-editorials/data_sharing_june_2017.pdf



国別研究開発費の推移（2001-2010）

経済産業省産業技術環境局技術調査室. 我が国の産業技術に関する研究開発活動の動向：主要指標と調査データ. 第13版. 
2013, p. 4. http://www.meti.go.jp/policy/economy/gijutsu_kakushin/tech_research/aohon/a13_250906.pdf



グローバル化と多様な評価指標

研究機関 研究者 研究成果

h-index



データ引用の追跡・評価

http://wokinfo.com/products_tools/multidisciplinary/dci/

2012年〜（Clarivate Analytics／旧Thomson Reuters）

データ引用の標準化



内閣府 国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会. 我が国における
オープンサイエンス推進のあり方について〜サイエンスの新たな飛躍の時代の幕開け〜. 
2015, p.20-21. http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/

技術的インフラ・人材育成:

“技術職員、URA、大学図書館職員等を中心と

したデータ管理体制を整備できるように，
データサイエンティストやデータキュレーター
などを研究新人材として位置づけ
られるよう，包括的な育成システムを
検討し，推進することが必要である”



3. 図書館に何ができるのか？



（ややこしい）キーワード

研究データ管理（RDM）

– Research Data Management

データ管理計画（DMP）

– Data Management Plan

– 助成機関などが義務化＝研究費申請時に必須

– RDMに含まれる



研究データ管理

FAIRデータの流通・保存のためのプロセ
ス
– データを発見可能・アクセス可能・相互運用可

能・再利用可能な状態で公開し，保存する

大学・研究図書館によるサービス
– Research Data Management（RDM）

– Research Data Service（RDS）

– Data Curation

– Digital Curation



アクティブデータ

クローズ
（個人情報・商業的機密・国家機密など）

制限付きオープン
（エンバーゴ・利用料金・利用登録など）

オープン

保存

キュレート

公開

管理



⑧ ガイダンス・研修・サポート

① 研究データ管理方針と計画 ② ビジネスプランと永続性

③ データ管理計画の作成

④ アクティブデータの管理⑦ データ目録

⑥ データリポジトリ ⑤ データの選択と引き渡し

（１）

（２）

（３）

Jones, S., et al. How to Develop Research Data Management Services - a guide for HEIs. Digital Curation Centre. 

2013, p. 5. http://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/how-develop-rdm-services



欧州の研究図書館における研究データサー
ビス（欧州研究図書館協会, 2016）

Tenopir, C., et al. Research Data Services in European Academic Research Libraries. LIBER. 2016, 38p.



欧州の研究図書館における研究データサー
ビス（欧州研究図書館協会, 2016）

コンサルタントサービス

– 研究データサービスに関する学内の議論
（77%）

– 方針の策定への参画（66%）

– 研究データサービスの職員研修（54%）

– データ管理計画の相談（46%）

– メタデータ標準の相談（44%）

Tenopir, C., et al. Research Data Services in European Academic Research Libraries. LIBER. 2016, 38p.



欧州の研究図書館における研究データサー
ビス（欧州研究図書館協会, 2016）

技術的なサービス

– 研究データシステムに関する技術的なサポー
ト（38%）

– リポジトリに登録しうるデータの判断
（26%）

– メタデータの作成・変換（26%）

データストレージの提供（39%）

Tenopir, C., et al. Research Data Services in European Academic Research Libraries. LIBER. 2016, 38p.



欧州の研究図書館における研究データサー
ビス（欧州研究図書館協会, 2016）

データライブラリアンの育成

– 能力開発の機会を提供している（84%）

能力開発の機会

– 会議やワークショップへの参加支援（78%）

– 研究データサービスに関する科目の受講支援
（60%）

– 専門家のワーキンググループへの参加支援
（59%）

Tenopir, C., et al. Research Data Services in European Academic Research Libraries. LIBER. 2016, 38p.



欧州の研究図書館における研究データサー
ビス（欧州研究図書館協会, 2016）

研究データサービスに関する連携
– 高い実施率

学内（91%）
– ITセンター（72%）

– 研究オフィス（65%）

学外（77%）
– 他大学（60%）

Tenopir, C., et al. Research Data Services in European Academic Research Libraries. LIBER. 2016, 38p.



欧州の研究図書館における研究データサー
ビス（欧州研究図書館協会, 2016）

大学の研究データ政策への関与

技術的サービスはこれから

人材育成に積極的

学内外の連携に積極的

Tenopir, C., et al. Research Data Services in European Academic Research Libraries. LIBER. 2016, 38p.
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http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-services



Digital Scholarship Services

専門領域：

– 研究データ管理

– データの獲得と分析

– 地理情報システム

– デジタルキュレーションと管理

– メタデータ，語彙，Linked Data

– デジタルコレクションの作成と利用

– マルチメディア技術

http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-services



Digital Scholarship Services

コンサルテーション

– 新たなプロジェクト

– 研究や教育のためのツールや方法

コーディネーション

– 学外連携の支援

トレーニング

– 連携教員や博士課程の院生によるワークショップ

管理

– 長期保存・アクセスに関するガイダンス，支援

http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-services



http://www.library.pitt.edu/departments/digital-scholarship-services

コーディネーター

メタデータライブラリアン

ポスドク研究者

ポスドク研究者



http://njsldirect.org/new-jerseys-super-librarian/

スーパーライブラリアンが何もかも担うのではなく
研究者・大学院生・ポスドク・関連部署と連携して

サービスを提供する



医学図書館のRDMサービス

https://library.medschl.cam.ac.uk/research-support/research-data-management/

https://escholarship.umassmed.edu/lib_articles/147



研究データ公開と論文のオープンアクセスに
関する実態調査



データ公開と専門性（n=1,396）

http://doi.org/10.15108/rm268



専門性を必要とする項目（n=1,302）

http://doi.org/10.15108/rm268



データリテラシー教育への関心（n=1,396）

http://doi.org/10.15108/rm268



関心のある項目（n=1,257）

http://doi.org/10.15108/rm268



http://id.nii.ac.jp/1458/00000023/

全７章



「オープンサイエンス時代の研究データ管理」

http://www.nii.ac.jp/news/release/2017/0818.html

2017年11月15日（水）〜



Conclusion

1. オープンサイエンスの目的地
– FAIRデータを研究者，市民，企業，政府が活用

することによる課題解決や経済的効果

2. オープンサイエンスの現在地
– ヒト・モノ・カネが不足している状況でのオー

プン”FAIR”データ要求

3. 図書館に何ができるのか？
– 機関リポジトリによるオープンデータの支援や

データリテラシー教育


